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医学の起源は呪術, 或いは魔術の類で, 数千年に遡り極めて古いが, 近代においては自然

















さて, 医学的生物学的の場における作法の問題に立ち入るに先立ち, 静止的, 形式的な美
的表現である, 定理, 法則, 原理, 原則などの作りやすい物理化学などの例を若干見ておく
事にしよう。
１. 物理化学方面から






















ａ. ピタゴラスの定理 Pythagoras（前573492), エーゲ海のギリシャの植民地サモス
























体制を言う。社会集団に多いが, 単独個体にもある。魚類, 爬虫類, 哺乳類, 社会性昆
虫で, 普通に見られるが, 鳥類に顕著。動物の種社会の順位, リーダー制と共に重要な
概念
ｃ. 用不用の説 器官は使うほど発達し, 使わないと衰退する。進化論にも影響を与え
る, 一般的事実
ｄ. 内部環境の恒常性；(実験医学序説, C. Bernard 18131876）生物が自由に活動できる
為には細胞内部の環境が重要である指摘。
















大英文家として英語で The Book of Tea を出版し, わび茶の美意識と美の表現としての茶
器, 茶室, 花などについて, 独自の見解を展開している。彼は美意識を強調しているので
ある。此れを人間の行為の面から見ると作法というべきであろう。此れを通俗的表現を用
いれば行儀であろうか。特に昔は, 行儀作法が悪い, しつけが良くないと育ちがわかると




















Ａ. 古代の医療行為 呪術, 魔法的医療, 此れに近いものはまだ現在も存在して, 経済
力のない地方や国民によって, 利用され, 西洋的医療に代って, かなりの実績をあげて
いる事実もある。本当の古代は祈祷的な呪術が多かった。一種のセレモニーで神に祈る
美学である。近代の偽薬の作用を考えれば, 此れでも事実上の効果は否定出来ない。３












ヒポクラテス学派から中世までは血液, 粘液, 黄胆汁, 黒胆汁の４大体液の質と量によ
って,健康が左右されると考えられた。ある現象を説明するのに法則性を持ち込む説明
手段の見事さを感じる。
Ｃ. 中世医学；この時代を手っ取り早く通覧するキーワードとして, 固有名詞, 人名を取
りたい。







































Ｄ. 西部開拓時代のアメリカのドクター；エフレイム マクドーウェル（Ephraim Mcdo-
well）ケンタッキー西部辺境の開業医, 1809年卵巣嚢腫の手術に始めて成功。当時腹部























. 異色のドクター；20世紀で忘れられないのは A. Schweitzer（18751965）であろう。





























































していたと言われる｡；玄語, (条理の探求), 贅語（科学概論的のもの), 敢語（人倫
哲学)：また江戸中期に青森で活躍した町医で, 自然真営道（1750年代）を著して,
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